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令和 6 年 5 月 29 日 

 
大阪維新の会 綱紀委員会 御中 

 
大阪維新の会 大阪府議会議員団 

土井達也 

 

令和 6年 5月 12 日開催の山本優真泉南市長報告会において 

私が配布した資料に対する上申書への弁明書② 

 
 

 
 この箇所について、 
特に、弁明はございません。 

 
 
 

 
 

5 月 25 日（土）、泉州地域における保守系団体

「南議連」という首長等が入っている会議の後の

飲み会の席で、主だったメンバーに話をしていた

と自民 19 区選対本部長道工晴久氏（岬町議）か

ら連絡が入っています。これが、初めてであったとのこと。 

 
 「その他全部」

という構図に持

ち込めるほどの人物ではなく、無理である。なぜならば、特に、前回の市長選挙

において、自公の選挙協力が完成間際に、「維新の推薦をくれ」と、私の事務所

に駆け込み、自公の信用は失墜している。しかし、水野市政がこれ以上続くこと

を是としていない者は非常に多いので、いやいや協力をする者は増えるであろ

うと考える。従って、まったく盛り上がらない選挙戦であり、本来なら恐れるに

足らずの状況である。 
 もう一言加えると、私は「阪南市」だけに限れば、「その他全部」を敵に回し

ても勝てるだけの地盤を30歳の市議選の頃から長い年月をかけて築いてきまし

た。 
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 本来、千代

松・泉佐野市長は、新田谷氏の後継であり、橋下知事時代は大阪府の政策メンバ

ーの一人でもある。また、府内首長の改革の旗手であり、首長の身を切る改革で

は金額面で断トツの府内トップを走り、4 回の首長選挙すべてで市町村合併を掲

げて当選している。 
 こうした人物が、阪南市の維新の会を支持・評価していない、水野氏を支持・

評価していないことの方を反省すべきである。 

 
 これは事実であり反省しています。 
 今後一切配布を行いません。そし

て、その配布行為の影響力は 5 月 29 日現在、この報告書が外部に出回っている

部数は、1 部新たに回収できて、3 部となりました。印刷部数 60 部に対する回

収と破棄合計割合は 95％です。回収時点で約 41.7%は処分され、関心があって

読んだ人の割合は 2.8%です。資料は回収を続け、その影響はほぼないことを申

し上げます。 

 

 
この報告書は、今から 1 年以上も前の 2023 年 3 月 31 日告示の統一地方選挙

で、私が公約として掲げ有権者の皆様と約束をしたものです。 
その意図は、公表している公約に記載している通り、「今回の市営運営につい

ての『検証』と、今後このようなことを起こさないためにはどうしたらよいのか

『検討』を行うため、「検証・検討市民会議」を立ち上げ検証・検討を行い、結

果を公表して、今後広域で活かせるようにして参ります」ということです。 
また、配布場所は「泉南市」であり、阪南市長選挙の「落選させる意図」とは

なりえません。 
以上のように、上申書のような意図はまったくなく、「決めつけ」と「すり替

え」、「抜き取り」による印象操作が行われています。 

 
 
 

 現職の選挙は、①今までの実績に対する有権者の評価、②これからのマニフェ

スト・公約に対する有権者の評価、これが基本であり、実績やマニフェストを党

員等で共有できているわけでもなく、ましてや有権者は何も分からないなかで、

「公認」だけが先行すれば単なる人気投票であり、厳しい選挙になるのは当然で

あると考えます。 
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 しかしながら、この弁明書 1 頁目でも記載の通り、私は「阪南市」だけに限れ

ば、「その他全部」を敵に回しても勝てるだけの地盤を 30 歳の市議選の頃から

長い年月をかけて築いてきており、それこそ、阪南市内では「維新」と叫べば、

誰でも当選できる選挙区を作り上げてきました。従って、①今までの評価、②今

後の評価、をもとに適正な公認手続きを経れば、このような感情的な選挙にはな

らないと考えます。 

 

 
 上申書のこの箇所は、まさに、「決めつけ」と「すり替え」、「抜き取り」によ

る印象操作です。 
 問題となっている、市民会議の「報告書」1 頁目に「この報告書は、2023 年

の統一地方選挙において、土井達也がみなさまとお約束したマニフェストに基

づいて、2023 年 4 月から「市民会議」を立上げ、1 年をかけて検証・検討し、

選挙区内でこういう事が二度と起こらないように情報共有するための報告書で

す」と私は記しているのです。あくまでも、私の「選挙区内で」なのです。大阪

府内 22 名の首長のことを言っているわけでも、他の地域の同志の議員選挙のこ

とを言っているわけでもないのです。私の選挙区内のことを言っているのです。 
 そして、私の選挙区内に限れば、特に、阪南市選挙区に限れば、「その他全部」

を敵に回しても勝てるだけの地盤を30歳の市議選の頃から長い年月をかけて築

いてきており、それこそ、阪南市内では「維新」と叫べば、誰でも当選できる選

挙区を作り上げてきた自負があります。 
 上申書のみなさんのこのような議論のすり替えを鵜呑みにすることなく、逆

に、今まで私が長年の多大なる尽力のもとに築き上げてきた自分の選挙区への

冒涜であることに気付いて頂きたいのです。 
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 6 月 2 日の横山幹事長を

応援弁士として行う維新タ

ウンミーティングは、日程

調整もなく、直前に一方的

に通告してきたものであり、

４つも自治体を選挙区とす

る私にとって、数か月も前

から出席要請がある行事が続くわけで、事前の日程調整を行って頂かなければ、

維新の名誉にも傷がつくのです。 
 再度、この報告書の 1 頁目を掲載しますが、「この報告書は、2023 年の統一地

方選挙において、土井達也がみなさまとお約束したマニフェストに基づいて、

2023 年 4 月から「市民会議」を立上げ、1 年をかけて検証・検討し、選挙区内

でこういう事が二度と起こらないように情報共有するための報告書です。 
この取り組みは、「民間事業として大阪府内過去最大規模となる巨大な盛土事

業」に絡み、阪南市政に、私は、大きな違和感を覚えたからです。 
真実を明らかにし、みなさまと情報共有をはかり、そして、私たちの未来を良

い方向へと変える一助になることを期待します」ということが目的であり、問題

提起であり、これに対応する答えをみんなで希求しなければならないと考えて

いるのです。この答えは単純であり、先ほどから何度も申し上げている通り、選

挙のあり方、①今までの実績評価、②これからのマニフェスト評価の二点をしっ

かり行ったうえでの公認（この過程を地元党員とともに行っていく）ことである

と考えます。 
 また、「信頼性を脅かす」や「党の名誉を大きく傷つける」という誇張し誇大

な表現は、該当するのかお考えいただきたい。この点も繰り返しになりますが、

今後一切配布を行わないこと、今回が初めての配布であったこと、阪南市ではな

く泉南市であったこと、その配布は 5 月 29 日現在、たった 3 部の回収を残すの

みで、全印刷部数 60 部に対する回収と破棄合計割合は 95％、回収時点で約

41.7%は処分され、関心があって読んだ人の割合は 2.8%です。 
 この事実から、「信頼性を脅かす」や「等の名誉を大きく傷つける」という表

現がいかに誇大で過大な表現であるかが分かると思います。このような単純な

印象操作で処分を決することなく、慎重にご検討頂きたいのです。 

 

 

 阪南市政のあり方に疑問を持ち、100 条委員会を提案・設置して制度改正を行

ったのが 30 歳のときでした。現在 56 歳です。それこそ、永きにわたる私の貢
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献も考えて頂きたいのです。上申書では「阪南市政に対する一連の行為」と批判

的に記載していますが、この上申書に記されている方々の「阪南市政に対する一

連の行為」もこの報告書に記しているのであり、公平・中立なご判断を頂きたい

と存じます。 

 
以上 


